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,は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

一
段
落
し
、
適
切
な

対
応
を
し
な
が
ら
徐
々
に
従
来
の
活
動
に
戻
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
月
に
は
成
田
の
ホ
テ
ル
で
ご
苦
労
様
会
を
開
催
し
、
多
く
の
利
用

者
さ
ん
と
職
員
が

一
堂
に
集
ま
り
、
お
い
し
い
食
事
を
と
り
な
が
ら

賑
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
楽

し
い
行
事
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
九
日
に
、
令
和
六
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

事
業
報
告

・
決
算

・
監
査
に
つ
い
て
、
議
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
監

事
で
あ
る
川
手
様
、
島
田
様
や
参
加
さ
れ
た
皆
様
か
ら
、
大
変
す
ば

ら
し
い
経
営
状
態
で
あ
る
と
の
お
言
葉
が
あ
り
、
ま
た
職
員
の
研
修

が
質
量
と
も
に
充
実
し
て
い
る
こ
と
は
、
法
人
の
長
期
的
な
財
産
と

し
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と
評
価
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
法
人
と
し
て
初
め
て
の
永
年
勤
続
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
設
立
当
初
か
ら
十
八
年
間
の
職
員
四
名
、

員
五
名
、
五
年
間
以
上
の
常
勤
勤
続
十
二
名
の

の
職

た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
で
き
た
こ
と

こ
と
で
す
。
表
彰
さ
れ
た
職
員
の
永
年
に
わ
た
る

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
あ
お
ぞ
ら

わ
せ
て
、　
一
緒
に
成
長
し
な
が
ら
よ
り
良
い
支
援
を

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
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「児童発達支援センターわかIず」れBら

永年勤続表彰

～ 今年度の抱負 ～

「児童発達支援センターわかば」は、令和4年に銚子市

から指定管理を受け、NPO法人あおぞらが運営をさせ

ていただくことになり、3年 目になりました。

職員―同、この2年間、児童一人一人の力を最大限に

発揮させられるようにとの思いで、療育をしてまいりまし

た。私達が全力で取り組めるのは、利用児童のご家族

や関係者様のお力添えのおかげです。

3年 目のわかばは、更に、ご家族や児童にとって信頼

される療育ができるセンターとして成長できるよう、職員

研修を増やし、個々の自己研鑽に努めて行きたいと思

います。

今後ともよろしくお願いいたします。

センター所長 富岡 美帆

だ 〃 濯́ お
"

、_こ ゛ぶ Pヽ  ■Lヽ電    - 4 ヽヽo 4

日時 :5月 29日 〔水〕
場所 :海上アルファーエ房

「令和 6年度あおぞら定期総会」を開催いたしまし
た。

監事の川手様、島田様はじめ多くの会員様にもご出
席いただき、各議案の承認・可決 と本年度の事業計
画 。活動予算の報告がされました。また、初めての法
人“永年勤続表彰"を行いました。

**************************************

今浄 6年魔 永年勤読表V′父貰若  (棋祢省略 )

効統 ′j年 :伊来飽チ、商本範子、違ホ成チ、荷野成共

効統 ′0年 :をl治、鏑木泳海、太口史督、手野容熾、ネ鳩変条

効統 5年 :飯口潤子、官内牟花、Ⅲ崎浴、たE庁子、中島飽代、増田重希

"埼
玉希チ、佐藤条洋、官内工旗、加瀬条洋、官埼残成

田原ゆつ`り、績田碩チ
**************************************
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ム
フ つ っ 発達障がい児者支援室室長 宮崎義成

①「個別支援計画」
事業所と家庭あるいはグループホームなど福祉施設をつなぎ、支援における重要な柱である個別支援計
画。改めてその課題や改善策について法人全体で考えます。今年度も引き続き、明星大学准教授、幸超岡好
晴先生よリアドバイスをいただきます。ニーズや強みなどを活かしたよりよい計画を共有できるよう、研修を
進めてまいります。

② 「表出コミュニケーション」

利用者様にとって理解しやすい環境をつくること、実態に応じて視覚的な手段で情報をお伝えすること、この

視点はかなり法人内で浸透してきました。一方で、このことと同様に極めて重要なことが、利用者様から支援

者に対して(明確に)意思を伝えていただくことです。この点は法人全体としてまだまだ課題があります。今年

度はアドバイザーとして、社会福祉法人は一と心、る理事長補佐、加藤健生先生をお招きし、コミュニケーショ

ンに関わる支援についてご助言をいただきます。また、は一とふるの見学も予定しており、支援に活かせる

アイデアなどを学び、法人内で共有したいと考えています。

夕      易筋應つり,τ タ

【事務部長 :佐藤 美江】

の度、事務部長という素晴らしい環境を用意

いただきました。私をご指導下さつた上司とい

つも快くサポートしてくれる職員の存在があつてこ

そだと感じております。

これまで与えられてばかりでしたが、これからは

私が、お世話になつた方々に素晴らしい環境や機

会を提供できる存在になつていきたいと思います。

【事業部長・高木美枝子】

入職2年 目で、事業部長という大役に戸惑い

ながらも新年度がスタートしました。

職員一人ひとりがやりがいをもって働ける職

場、組織となるよう、理事長はじめ諸先輩方の

力をかりながら、職員と共に頑張ります。

どうぞ温かく見守つていただければと思いま

す。

【希望塾施設長 :中 島 純代】

昨年から希望塾で支援させて頂き、ご家族

や地域の方の温かいご支援、ご協力があっ

てのことだと日々痛感しております。

職員とともに、利用者さんが自信をつけ目標

を持てるような支援をしていきたいと思いま

す。

【海上アルファーエ房施設長 :山崎 裕】

前任者が育てあげたアットホームな環境を大

にしていきながら利用者、親御さん、職員が

笑顔になりお互いに成長できる施設にしていき

たいです。

喜びや楽しみこそが生きる原動力、成長の起

爆材ですから日々の活動の中でそのネタを探し

ていきます。

向後 佳代子【海上アルファーエ房看護師】

4月 から海上アルファーエ房に勤務しており

ます。皆様、優しくしてくださり幸せです。

健康管理のお手伝いをさせて頂きます。

よろしくお願いいたします。

ヽ

佐倉 榮子【あおぞらハウス支援員】

世紀にわたる病院勤務を卒業し、未知の

世界へ。なにもわからない毎日ではあります

が、温かく指導してくださる職員の皆さん。
ご迷惑をおかけしますが、これからもよろしく

お願い致します。

逃田 佐 智 子 【海上アルファーエ房・わかIよ調理員】

4月 から、海上アルファーエ房兼わかばで調

員として勤務しています。

「人との関わりを楽しむ」をモットーに、おいし

い昼食を皆さんに提供していきたいと思いま

す。

********** **** ********************

及川ゆかり 【本部】
4月 に入職させていただきました。

皆さんのお役に立てるように頑張りま

す。ご指導のほどよろしくお願いします。


